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はじめに

　黒島は，枕崎市の南西約 55kmの面積 15.37km2 の
島である。周囲 20.1kmで多くは断崖となっており
海岸まで下りられる箇所は限られる。最高点は標高
621 ｍの櫓岳で，東へ連なる尾根沿いには横岳山（579
ｍ），ガムコ山（560 ｍ）が連なっている。
　黒島の植物相については，迫・丸野（1983）が 551
種を報告している。当館としては，1986 年に川越に
よって資料収集が行われ 365 点の標本が収蔵された。
その後，寺田（1996），森田（2006），大屋・寺田（2012）
により資料収集及び植物相調査が行われている。今
回は，「人と共に生きる鹿児島の自然遺産」収集保存
事業の一環で，大屋（2012）の調査から 6年を経過
した植物相の変化や，動物による食害の影響を記録
する目的で資料収集を行った。

1　調査日程

2018 年 11 月 7 日～ 9日
　11 月 7 日
　　15:35 片泊港着
　　片泊～塩手鼻調査
　11 月 8 日　
片泊登山口～ガムコ山～横岳山～櫓岳～大里登
山口～片泊登山口

　　大里，手向山北東河川
　11 月 9 日
　　片泊～大里，日暮川
　　15:50 片泊港発

2　特筆すべき植物

ハマトラノオ

　オオバコ科の多年草で，海岸の岩場に生育する。
環境省レッドリストで絶滅危惧Ⅱ類（VU），鹿児島
県レッドリストで絶滅危惧Ⅱ類に指定されている希
少種である。
　県内では，黒島の他に下甑島，宇治群島，臥蛇
島，奄美大島，徳之島から報告されている（鹿児島県，
2016）が，生育箇所は限られている。花期は 9～ 10
月とされており，花期としては遅い時期であったが，
大里港西の海岸で，多くの開花個体を確認した。

トカラカンアオイ

　ウマノスズクサ科の多年草で黒島の他に，口之島，
中之島，口永良部島に生育している。生育地の中で
地理的に最も近い口永良部島では，発見困難なほど
個体数が少ない（久保，2019）。一方，黒島にはシカ
がいないためか，動物による食害は皆無で，櫓岳周
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辺では，ハランとともに林床を埋め尽くすほど密度
が高い箇所もあった。

3　まとめ

　今回の調査では 37 科 57 ｍｍ種の植物を採集し，
標本化して収蔵した（表 1）。
　動物による食害については，放牧されているウ
シは見かけるものの，一定の範囲で管理されてお
り，植生を破壊している様子は見られなかった。また，
トカラ列島や口永良部島で見られるノヤギは確認で
きず，櫓岳周辺のアカガシ林内で，下草の食害はな
かった。これらのことから，現在のところ，黒島の
植生は良好な状態で保たれているようである。しか
しながら，島の規模が小さいため，ひとたび侵略的
な外来種が入ると壊滅的な影響を受ける恐れもある
ため，今後も定期的な調査が必要である。

図2　ハマトラノオ 図3　トカラカンアオイ
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表1　植物目録
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